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招
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平
成
十
九
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八
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十
五
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午
前
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一
時
開
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主
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江
雲
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・
文
化
講
座
「
舞
」
受
講
生
の
集
い
「
沙
羅
の
会
準
備
会
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江
雲
庵
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窓
口
：
浅
野
照
美
）  

協
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上
方
舞
友
の
会
（
東
京
都
） 
花
萌
え
会
（
上
方
舞
友
の
会
内
） 

後
援 

 

高
岡
市
教
育
委
員
会 

北
日
本
新
聞
社 

 

昨
年
八
月
に
越
中
コ
モ
ン
ズ
「
結(

ゆ
い)

座
」
が
発
足
し
、
「
江
雲
庵
・
文
化
講
座
」
が
始
ま
っ
て
よ
り
、

毎
月
一
回
三
日
間
の
講
座
が
続
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
一
年
が
た
ち
ま
し
た
。 

皆
様
の
あ
た
た
か
な
ご
支
援
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝
を
こ
め
て
、
「
舞
」
の
講
座
受
講
生

た
ち
の
集
い
「
沙
羅
の
会
準
備
会
」
に
よ
る
ゆ
か
た
会
を
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

演
奏
に
は
、
地
元
高
岡
市
太
田
に
お
住
ま
い
の
増
井
雅
子
先
生
が
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
か

ら
は
、
吉
村
桂
充
先
生
門
下
「
花
萌
え
会
」
有
志
の
方
々
が
、「
夏
は
蛍
」
で
花
を
添
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご
来
駕
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
一
同
心
よ
り
お
待
ち
申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
今
後
と
も
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
お
願
い
も
う
し
あ
げ
ま
す
。 
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浅
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一
、
鶴
の
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蟹
谷
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（
番
外
） 

一
、
夏
は
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岡
野
美
恵
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吉
村
桜
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鈴
木
彩
希 

北
島
由
美
子 

一
、
黒
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吉
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桂
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・
三
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吉
村
桂
充 

増
井
雅
子

 
 
 
 
 
 
 

総
合
司
会 

 
 

道
具
欣
二 

（
終
了
十
二
時
） 

懇
親
会 

 

会
費
千
円 

ゆ
か
た
会
終
了
後
、
江
雲
庵
に
て
ご
く
さ
さ
や
か
な
懇
親
会
を
催
し
ま
す
。
お
昼
の
お
し
の
ぎ
を
か
ね
、
み

な
さ
ま
と
な
ご
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
を
準
備
の
都
合

上
、
ご
参
加
の
方
は
、
二
十
日
頃
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
ま
せ
。 
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